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水書用筆が販売されるようになってきましたが，以下のことを
参考に代用品でも可能です。
• 軸の太さは，鉛筆に近いものがよい。
• 穂の長さは，小筆より短いものがよい。 
（15mm～18mmが望ましい。）

• 穂の毛質は，限定しない。

タンク式の水書用筆は，水をこぼすことがなく便利ですが，ま
だ指先の力が弱い低学年では，水を押し出せないことがありま
す。児童の実態や学校の実情に応じて用具を選択しましょう。
他の筆の場合は，水入れが必要となります。倒して水をこぼさ

ないよう，高さの高くないものが適当です。
例） 紙コップや牛乳パックを半分に切り高さを低くしたもの， 

プラスチック製小皿，シリコンケース，切手用の水皿など

鉛筆と水筆を置くためのものです。工作用紙（3×12cm）を2cm
ずつ蛇腹に折ったものを利用すると便利です。

水入れ

筆置き

水書用筆と鉛筆と交互に使うことができるような
配置を工夫できるとよいでしょう。

• 筆の穂先はティッシュペーパーなどでふきます。

学級で回収して保管する場合

• 筆 ̶̶ 立てて保管できるようにする。

• 水書用紙 ̶̶ 十分に乾かした後であれば，重ねて保管できる。

• 筆についているキャップは捨てる。
※タンク式の水書用筆については，キャップを捨てない。

水書用筆の学習は，硬筆に生かすために行うの
で，硬筆と同じ姿勢をとります。

鉛筆と同じ持ち方で持ちます。
手を浮かせることなく，机に置いた状態にするよ

う気をつけましょう。

鉛 筆 水書用筆

水入れは，水をこぼさない
ように，机のはしに置かな
いようにしよう。
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